
 第 3回 学校運営協議会議事録      令和８年 10月８日(木) 

1. 校長挨拶 

• 後期から来年度に向け「対話でつなぐ自走する組織」をめざし、協議会参加者のア

イディアや意見を学校経営計画の肉付けに活かす姿勢を強調。 

• 第 4回（次回）は 1年間の学校評価と来年度の学校経営計画の提案を予定。 

2. 前期学校評価・令和８年度の方向性について 

学校評価: 大部分は「おおむね達成」だが、「達成できた」と言い切れる状態を目指し改

善を進める。 

• 安全・安心 / 危機管理 

o ヒヤリハット情報の迅速な共有と対策の形骸化防止（報告書の有効活用）。 

o 校舎内（3、４階、児童生徒玄関等）の暑さ対策の検討。 

o 防災・危機管理マニュアルの見直し。 

• 専門性: タブレット・アプリ活用の見直しや児童生徒に合わせた教材環境の整備。 

• 連携: 小中高のつながりの意識化。地域との連携。 

• チーム学校: 教員個人が抱え込まず、コーディネーターを中心に組織で対応する

体制。定時退勤の徹底、推進。 

目指す組織像（3つの姿）: 

1. 課題をシェアする：気軽に SOSを出せる風土づくり。 

2. 仲間と解決する：学部や分掌を超えた協力。 

3. 互いを認め合う：「ありがとう」「いいね」を言葉にして伝え合う文化の定着。 

3. グループワーク（地域とのつながり、持続可能な活動について） 

• 単発ではなく「得意なこと・できること」を持ち寄り、無理のない範囲で継続できる活

動について協議。 

• こどもたちが卒業後に多くの大人と関わることを見据え、在学中から対人関係や地

域交流の機会を作ることの重要性を共有。 

4. 共有・まとめ（グループワーク発表より） 

• 消防署・防災連携の具体案: 

o 消防車・はしご車を活用した模擬避難訓練（4階からの救出訓練等）の実施

検討。 

o 学校側から消防署に出向き、敷地の手入れ（つつじの整備等）を行うなど相

互的な関わり。 

o ボッチャ体験、綱引き大会等の交流イベントや、体育祭種目などへ消防関

係者の参加依頼。 



• 地域・地域交流の具体案: 

o 従来の野菜作りに加え、イチゴや果樹栽培など持続可能な活動の検討。 

o 地域のお祭りやスポーツイベント等への無理のない形での参加・協力（継

続性を重視）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 次回予定 

• 日時: 令和 9年 2月 18日(木) 9:30〜11:30 

• 内容: 年間の学校評価および来年度学校経営計画の提案・協議 

①グループ 

②グループ 

③グループ 


